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S2-A1 Fujitsu Experience Day 2026

2026年7月16日

ソーシャルデジタルツインが拓く

未来の街づくり
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変化に合わせた 「暮らし」 の再定義
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少子高齢化・
公共交通の
担い手不足

人口密集/
過疎による
地域内の格差

交通渋滞 環境負荷

交通の担い手には、これまで以上に迅速な変化への対応が求められる

地政学リスク・
コスト変動

交通における、 データ・AI活用やEBPM の重要性

データ・AI活用とEBPMの重要性
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センシング

実世界

人々や社会のモデル

デジタル空間での施策の事前検証

デジタル空間に再現された実世界データ

最適な
施策実施

デジタルリハーサル

Social Digital TwinTM

社会全体をデジタル化
施策の改善・高度化を支援
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ケーススタディ

路線バス

従来のバスを中心とした交通網
デマンド交通を組み合わせた
新しいモビリティ社会

利用が少ない
ルート

デマンド交通を
組み合わせる

デマンド交通を
組み合わせる

路線バス

デマンド交通

デマンド交通
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データ入手や検討の長期化

やってみないとわからない

「利便性」と「経済性」のトレードオフで合意が難航

オープンデータ×信頼できる技術で迅速に設計

効果予測に基づく実行、PDCAの高頻度化

多様な選択肢とKPI評価に基づき合意形成を促進

課題とソーシャルデジタルツインによる効果

データに基づき高度にシミュレーション

迅速な合意形成と施策実行
アナログに施策を検討

時間とコストの浪費 が発生

将来像現状

時間とコスト

施策効果

合意形成

施設運営者

市民

交通
事業者

自治体
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シナリオ⓪

現状
シナリオ①

バスルート短縮
シナリオ②

バスルート短縮

＋デマンド交通１台追加

シナリオ③

バスルート短縮

＋デマンド交通２台追加

バス

で移動する人数
2,300名 2,000名 2,100名 2,200名

デマンド交通

で移動する人数
150名 150名 170名 190名

自家用車

で移動する人数
9,000名 9,500名 9,300名 9,000名

徒歩

で移動する人数
25,000名 25,100名 25,000名 25,000名

サービスレベル ー △ 〇 ◎
収益（現状比） ー 90% 95% 100%

迅速な合意形成ができる理由

施策の効果をデジタルに見ながら、迅速な合意形成と施策実行
有効！
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事例（国土交通省COMmmmONSでの取組）

2026.3.23

プレスリリース
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共創

まちづくりにおける「共創」のありかた

交通事業者 自治体

住民施設運営者
9
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fj-maas-contact@dl.jp.fujitsu.com

本資料に関するお問い合わせは
以下までお気軽にご連絡ください。

お問い合わせ
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